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はじめに ３

22歳
18歳



はじめに ４

課題

目標

結果

若者の転出が多い

若者を県内に残す

人口減少抑制に繋がる



はじめに ５

若者 ＝ 大学生



はじめに ６

同じ目線に立てる

なぜ大学生か。

高校生に比べて、就職意識が高い



大学生に向けた自治体の取り組み ８

I♡青森トークショー

新社会人の
ライフプランニング

セミナー

考動プロジェクト

弘前街ナカゼミ

AOMORI Media Labo.



県庁の政策構造
人口減少抑制

社会減対策 自然減対策

交流人口増加 若者の転出防止

交通網の整備 観光客の誘致

出産、子育てしやすい環境作り

出会いの場提供 子育て支援制度の
充実

県内外出身大学生へのアプローチ

９私たちの政策構造
人口減少抑制

社会減対策

若者の転出防止



私たちの理想像

Another Sky of Students

青森が県外から来た学生の第二の故郷になっている

青森で経験をして、場所や人を好きになっている

１７

一度県外に行ったとしても、戻りたくなる青森



参加したいけど
できない

参加したいけど
できない

私たちの弘大生の分析(４パターンに分類)

県内外出身学生

興味なし 情報を知りつつも
参加しない 参加する人

１０

地域社会との関わり合い



私たちの弘大生の分析（仮説） １３

巻き込む必要がある

ケド、、、

参加できない理由があるのでは？

参加したいけど
できない



私たちの弘大生の分析（仮説） １４

周りの目が気になる一人だと恥ずかしい

参加へのハードルが高い

自分にはできない



理想像に近づくためにやるべきこと

青森県

両者を繋ぐ架け橋

１６

参加したいけど
できない学生



私たちの政策提案

大学生の大学生による
ワークショップ

大学生が主催することで
より参加しやすい

身近な人の変化として
受け入れやすい

１８



２３私たちの政策提案

アットホーム

１人１人に届きやすい

県庁より
ハードルが低い

親近感



私たちの取り組み

街ナカゼミの大学生版

プロフェッショナル〜大学生の流儀〜

２１

大学生



・大学生を惹きつける大学生

・一歩踏み出した大学生

・大学内で有名な人（いい意味で）

２２私たちの取り組み



２３私たちの取り組み
１月２８日に行いました！

アイスブレイク ゲストスピーカーの”きっかけ”の話

参加者の今後の目標 県庁主催イベントの告知



２３まとめ

まとまりがなく、締まりが無い部分があった

笑って、楽しい企画だけど、真剣に考えることもできた企画だった
人をつなげることができるイベントになった

企画者側も楽しむ雰囲気を作り出す

ミーティングを重ね、より濃い内容にする

告知を早めにする


	若者の地元定着に向けた�大学生のアプローチ　
	はじめに
	はじめに
	はじめに
	はじめに
	大学生に向けた自治体の取り組み
	県庁の政策構造
	私たちの理想像
	私たちの弘大生の分析(４パターンに分類)
	私たちの弘大生の分析（仮説）
	私たちの弘大生の分析（仮説）
	理想像に近づくためにやるべきこと
	私たちの政策提案
	スライド番号 14
	私たちの取り組み
	私たちの取り組み
	スライド番号 17
	スライド番号 18

